
再評価　【番号２】



１．事業概要

至 

高
松
市

至 

海
陽
町

凡  例

計画ルート

神山町

吉野川市

現道ルート
落石危険箇所
地すべり防止区域
集 落

バイパス区間 L=３．５km
現拡区間

 L=１．６km

倉羅工区 L=５.１km（現道L=１１．９ｋｍ）
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２．道路交通上の課題

至 

高
松
市

至 

海
陽
町

凡  例

神山町

吉野川市

現道ルート
落石危険箇所
地すべり防止区域
集 落 倉羅工区 L=５.１km（現道L=１１．９ｋｍ）

①落石の状況 ②幅員狭小・線形不良



３．事業の進捗状況

一般国道１９３号 倉羅工区　L=５.１km

３．事業の進捗状況

倉羅トンネル（仮称）

L=2.7km

至 

高
松
市

至 

海
陽
町

（
起
点
）
吉
野
川
市
美
郷
照
尾

（
終
点
）
名
西
郡
神
山
町
上
分
名
ヶ
平

凡  例

完成済
未完成

神山町

吉野川市

バイパス区間　　L=3.5km現拡区間

② 現道拡幅区間① 現道拡幅区間

2

1

L=1.6km

3

③ 現道拡幅区間

倉羅大橋

L=175m

古井１号橋

L=88m



その他
の便益 ・大気汚染や温暖化防止効果

・救命率向上効果

計 　1.3 億円
（現在価値化後）

0.39億円
0.95億円

:
:

従来の
３便益

貨幣価値換算可能な整備効果

・走行時間短縮便益
・走行経費減少便益
・交通事故減少便益

費用
・事業費　
・維持管理費

Ｂ/Ｃ＝０．７

計146.9億円
（現在価値化後）

至 

高
松
市

至 

海
陽
町

神山町

吉野川市

バイパス区間 L=３．５km
現拡区間

 L=１．６km

倉羅工区 L=５.１km（現道L=１１．９ｋｍ）

計 98.6 億円
（現在価値化後）

４．事業全体における事業評価結果



５．各区間における事業評価結果

従来の
３便益

現道拡幅区間

・走行時間短縮便益
・走行経費減少便益
・交通事故減少便益

計 27.7億円
（現在価値化後）

費用
・事業費　
・維持管理費 計26.3億円

（現在価値化後）

Ｂ/Ｃ＝1.１

従来の
３便益

BP区間

・走行時間短縮便益
・走行経費減少便益
・交通事故減少便益

費用
・事業費　
・維持管理費

計 70.8億円
（現在価値化後）

計119.2億円
（現在価値化後）

Ｂ/Ｃ＝0.6



６．道路整備による多様な効果①

貨幣価値に表れない整備効果

防
災･

減
災

■緊急輸送道路ネットワークの強化
　　幅員狭小・線形不良の解消
　　落石危険箇所の回避

■災害拠点,避難場所へのアクセス強化
　　災害拠点病院(吉野川医療センター)や
　　最寄り自治体役場などへのアクセス性向上

地域防災力の向上

緊急物資の輸送等が円滑化

安
全･

安
心

■安全安心の確保
　　幅員狭小の解消 ・　路線延長の大幅短縮

■地域住民の救命率向上
　　アクセス性向上により救命率向上

地域住民の安心感の向上

地域住民の安全性の向上

産
業
振
興

■観光地へのアクセス強化
　　周辺地域主要観光地へのアクセス性向上

観光を中心とした個性豊かな地域振興



６．道路整備による多様な効果②　【防災・減災】　【安全・安心】

①緊急輸送道路ネットワークの強化

━ 第１次緊急輸送道路
━ 第２次緊急輸送道路
━ 第３次緊急輸送道路
  ●   市町村支所 (周辺のみ)

倉羅工区

【防災・減災】 災害に強い道路ネットワークの構築

【安全・安心】 地域間の安全な通行の確保

災害拠点病院
（吉野川医療ｾﾝﾀー ）

・幅員狭小・線形不良の解消,落石危険箇所の回避

「走行性の向上」により緊急物資の輸送等が円滑化

物資集積拠点
（鴨島運動場）

②災害拠点，避難場所等へのアクセス強化
・災害拠点病院(吉野川医療センター)や最寄り自治体役場などへの
  アクセス性が向上

「地域防災力の向上」

①安全安心の確保
・幅員狭小の解消かつ長大な路線延長の大幅な短縮
・落石危険箇所の解消

「地域住民の安全性の確保」

②地域住民の救命率の向上
・道路整備によるアクセス性向上により，救急医療に
  おける救命率が向上

「地域住民の安心感の向上」

神山町
(上分地区)

倉羅バイパス

吉野川医療センター

倉羅工区

ホウエツ病院

協立病院

徳島大学病院

徳島県立中央病院



６．道路整備による多様な効果③　【産業振興】

【産業振興】 地域経済の活性化

倉羅工区

岳人の森 神通滝

１２番札所 焼山寺

明王寺のしだれ桜

雨乞の滝

氷室

立岩神社

神山温泉

道の駅「温泉の里神山」

神山森林公園

阿川梅の里

①観光地へのアクセス強化
・神山町（神山温泉等）や吉野川市美郷（美郷ほたる館等）における，観光地へのアクセス
性の向上

観光を中心とした地域振興

高開の石積み

美郷 ほたる館

神山町
佐那河内村

勝浦町

上勝町

阿南市

小松島市

徳島市
石井町

吉野川市

美馬市

神山温泉

美郷ほたる館

中山間地域交流拠点施設
たねのや



７．今後の方針（案）

事　　業　　継　　続
■今後の対応方針（案）

貨幣価値に表れない整備効果

防
災･

減
災

■緊急輸送道路ネットワークの強化
　　幅員狭小・線形不良の解消
　　落石危険箇所の回避

■災害拠点,避難場所へのアクセス強化
　　災害拠点病院(吉野川医療センター)や
　　最寄り自治体役場などへのアクセス性向上

地域防災力の向上

緊急物資の輸送等が円滑化

安
全･
安
心

■安全安心の確保
　　幅員狭小の解消 ・　路線延長の大幅短縮

■地域住民の救命率向上
　　アクセス性向上により救命率向上

地域住民の安心感の向上

地域住民の安全性の向上

産
業
振
興

■観光地へのアクセス強化
　　周辺地域主要観光地へのアクセス性向上

観光を中心とした個性豊かな地域振興

貨幣換算可能な整備効果

・高松市から海陽町に至る延長１５９kmの幹線道路
・発災時における救助や、生活物資等の輸送を担う
                                      　　　　緊急輸送道路

路線の重要性
地域住民の安心感の向上

従来の
３便益

・走行時間短縮便益
・走行経費減少便益
・交通事故減少便益

費用 ・事業費　
・維持管理費

計 98.6 億円
（現在価値化後）

計146.9億円
（現在価値化後）

事業全体

計 27.7億円
（現在価値化後）

計26.3億円
（現在価値化後）

事業全体

Ｂ/Ｃ＝0.7 Ｂ/Ｃ＝1.1
事業全体

現道拡幅区間

現道拡幅区間

現道拡幅区間


